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介

を
中
心
と
す
る
東
洋
史
の
段
階
に
進
展
し
た
る
時
に
於
て
、
従

来
の
東
洋
史
に
遺
憾
な
る
も
の
お
り
と
の
著
者
の
見
界
に
よ
っ

て
、
反
省
、
検
討
を
縫
た
新
し
い
東
洋
史
で
あ
る
。
従
来
の
東

洋
史
が
１
　
も
す
れ
ば
徒
ら
に
地
理
的
ア
ジ
ヤ
全
頭
の
放
漫
な
る

記
述
に
過
ぎ
或
ひ
は
支
那
史
の
叙
述
に
意
を
注
ぐ
も
近
代
に
東

洋
史
が
仝
ア
ジ
ヤ
を
包
含
す
る
に
至
っ
た
経
過
を
説
く
に
用
意

を
訣
き
、
又
は
古
代
、
中
世
に
詳
細
に
し
て
近
代
の
記
載
に
至

っ
て
は
全
く
御
座
な
り
に
附
加
す
る
に
過
ぎ
ず
、
末
尾
に
我
國

民
の
使
命
我
國
民
の
憂
悟
に
就
き
一
言
す
る
も
、
そ
れ
が
更
に

迫
力
を
持
た
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
近
代
の
橋
渡
し

が
な
け
れ
ば
、
古
代
が
い
か
に
重
要
で
あ
』
つ
て
も
現
代
を
導
く

力
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
東
洋
史
の
教
育
的
價
値
と
敷
果

と
は
近
代
に
懸
っ
て
ゐ
る
」
こ
と
に
反
省
が
足
ら
ず
、
近
代
欧

米
諸
國
の
侵
迫
に
よ
っ
て
東
洋
の
形
勢
に
大
受
動
を
起
し
、
東

洋
史
の
核
心
を
な
す
支
那
の
思
想
、
文
化
に
も
受
革
を
冥
へ
、

日
清
、
日
露
雨
役
、
満
洲
事
受
、
支
那
事
受
の
一
聯
の
事
象
に

よ
っ
て
、
我
國
中
心
の
東
洋
史
に
進
展
す
る
こ
と
に
對
し
て
確

固
た
る
見
識
と
周
到
た
る
論
説
と
を
訣
い
た
ｘ
め
で
あ
る
。
こ

の
度
本
書
を
得
て
欣
快
な
る
は
従
来
の
東
洋
史
の
面
目
が
著
者

に
よ
っ
て
一
新
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
‘
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、

　
　

矢
野
仁
一
著
東
洋
史
大
綱

　

矢
野
博
士
は
先
年
國
民
教
育
の
見
地
よ
り
國
民
東
洋
史
大
綱

を
著
は
し
一
般
讃
書
界
に
附
ら
れ
た
が
、
咋
年
春
に
改
正
さ
れ

た
高
等
學
校
、
。
中
學
校
の
東
洋
史
教
授
要
目
を
參
考
し
、
前
著

に
多
く
補
訂
を
加
へ
て
出
版
さ
れ
た
の
が
、
本
書
東
洋
史
大
綱

で
あ
る
。
昨
春
の
要
目
改
正
は
、
満
洲
事
愛
後
我
國
の
東
洋
に

於
け
る
地
位
の
重
大
化
、
我
國
と
東
洋
諸
國
と
の
瀾
係
の
緊
密

化
に
件
ひ
、
こ
れ
に
對
す
る
理
解
と
智
識
と
が
一
淮
強
く
要
求

さ
れ
る
に
至
っ
て
、
従
来
の
要
目
に
再
瞼
討
が
加
へ
ら
れ
、
我

國
の
ア
ジ
ヤ
に
於
け
る
Ｍ
史
的
地
位
を
明
確
な
ら
し
め
ん
こ
と

を
期
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
支
那
事
使
に
よ
っ

て
上
の
要
求
が
更
に
強
め
ら
れ
た
。
要
目
改
正
が
機
宜
を
得
た

こ
と
を
認
め
る
と
共
に
、
そ
の
改
正
を
主
宰
さ
れ
た
著
者
に
よ

っ
て
東
洋
史
の
大
綱
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
國
民
の
仰
望
に
添

ふ
も
の
と
し
て
甚
だ
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
本
書
は
、
國
史
と
密

接
な
闘
係
を
有
し
東
洋
史
の
核
心
を
な
す
べ
き
支
那
史
が
我
國

ｌ



　
　
　

本
書
は
必
ず
し
も
教
科
書
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は

　
　

。
な
い
や
う
で
あ
り
、
振
仮
名
を
用
ひ
、
文
章
を
平
易
に
し
説
述

　
　

は
懇
切
を
極
め
て
あ
り
、
補
助
拘
説
明
、
地
名
の
比
定
、
年
代

　
　

等
を
欄
外
に
入
れ
て
本
文
の
理
解
を
助
け
る
な
ど
綿
密
な
注
意

　
　

か
沸
は
れ
て
ゐ
る
。
地
圖
も
本
文
の
必
要
個
所
に
挿
入
し
て
あ

　
　

る
が
、
こ
の
方
が
理
解
を
助
け
る
た
め
に
は
利
益
が
あ
る
や
う

　
　

に
思
は
れ
る
。
教
室
に
於
て
指
示
し
て
さ
へ
、
巻
末
０
　
地
Ｊ
を

　
　

參
照
す
名
煩
を
厭
ふ
者
が
屡
々
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
解

　
　

興
味
の
た
め
に
隨
所
に
挿
書
で
）
あ
り
、
多
く
出
所
、
筆
者
名
も

　
　

明
か
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
中
に
は
興
味
だ
け
で
價
値
の
少
い
も

　
　

の
（
盤
古
氏
の
天
地
開
闘
圖
、
討
の
暴
政
、
始
皇
帝
の
焚
書
、

　
　

坑
儒
の
如
き
）
も
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
可
成
く
詳
細
な
説
明

　
　

を
欄
外
に
で
も
欲
し
い
。
叉
た
本
書
の
み
に
限
ら
す
、
著
者
は

　
　

常
に
外
國
名
の
１
　
謬
に
注
意
を
沸
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
本
書

　
　

に
於
て
も
ガ
ン
ヂ
ー
を
ガ
ヱ
ヂ
イ
に
、
ナ
デ
ィ
ー
ル
ー
シ
ヤ
ー
を

　
　

ナ
デ
ィ
ル
ー
シ
ヤ
ー
に
訂
正
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
恂
ほ
本
文
（
頁

　
　

二
九
八
）
に
は
ナ
デ
ィ
ー
ル
ー
シ
ヤ
ー
と
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も

　
　

外
國
語
を
仮
名
で
表
は
す
は
完
全
を
期
し
難
い
か
ら
ロ
ー
マ
ナ

´

　

イ
ズ
を
併
用
さ
れ
た
ら
ば
と
思
ふ
。
こ
れ
は
最
近
代
史
に
於
て

が

　

特
に
望
垂
し
い
・

　

次
に
本
書
の
高
等
學
校
の
教
科
用
と
し
て
の
場
合
に
就
て
一

言
し
た
い
。
高
等
學
校
の
東
洋
史
の
總
時
間
は
約
九
十
時
間
で

あ
る
が
、
種
々
の
學
校
行
事
の
た
め
に
時
間
を
と
ら
れ
る
こ
と

あ
る
を
党
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
目
に
従
へ
ば
講
授
の
配
営
は

第
一
學
期
は
南
北
朝
の
終
り
ま
で
、
第
二
早
期
は
清
代
盛
時
の

制
度
と
文
蓮
ま
で
、
第
三
學
期
は
そ
れ
以
後
と
な
っ
て
ゐ
る
が

講
授
の
技
術
上
の
こ
と
を
措
い
て
簡
軍
に
本
書
三
百
頁
を
上
の

配
営
に
従
っ
て
機
械
的
に
分
割
す
れ
ば
、
第
一
學
期
六
十
五
頁

第
二
學
期
百
五
頁
、
第
三
學
期
百
三
十
頁
と
な
り
、
第
三
學
期

の
分
権
量
が
過
多
と
な
る
。
「
東
洋
の
形
勢
、
従
っ
て
世
界
の
形

勢
を
Ｉ
漿
せ
し
む
べ
き
重
大
な
要
囚
乃
至
機
縁
を
孕
ん
で
ゐ
る

最
近
の
東
亜
に
於
て
接
践
し
て
起
っ
た
幾
多
の
事
件
の
維
緯
」

の
著
者
の
試
み
ら
れ
た
「
梢
々
詳
密
過
ぎ
る
程
の
記
述
」
は
最

も
喜
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、
賓
に
「
東
洋
史
の
教
育
的
價
値

と
敷
果
と
は
近
代
に
懸
っ
て
ゐ
る
と
い
っ
て
よ
い
」
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
扱
ふ
べ
き
第
三
學
期
の
分
推
量
が
過
多
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
前
學
期
の
分
推
量
を
波
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め

に
何
等
か
の
工
夫
が
な
い
で
あ
ら
う
か
否
か
。
今
本
書
の
構
成

と
要
目
の
構
成
と
を
比
較
す
る
た
め
に
、
便
宜
漢
代
を
中
心
と

す
る
教
授
事
項
を
對
照
す
れ
ば
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本
書

　

中
古
史

第
一
章

　

秦
の
興
亡

第
二
章

　

西
淡
の
初
世

第
三
章

　

武
帝
の
武
功
。

　
　
　
　

弊
政

第
四
章

　

西
漢
の
衰
滅
。

　
　
　
　

東
浹
の
興
起

第
五
章

　

東
淡
の
極
盛

第
六
章

　

東
淡
の
衰
亡

第
七
章

　

三
國
時
代

　
　
　

要
目

三
、
秦
漢
の
統
一
と
其
文
化

（
一
）
始
皇
帝
の
統
一
と
其
政
治

（
二
）
秦
洸
の
交
代

（
三
）
洗
代
政
治
の
推
移

（
四
）
漢
代
の
ア
ジ
ヤ

（
五
）
漢
代
の
文
化
と
靴
會

〔
四
、
古
代
印
度
の
文
化
〕

　
　
　

中
世

一
、
三
國
、
雨
晋
、
南
北
朝
時

　

第
八
章

　

雨
漢
三
國
の
文
化

　
　

代
と
其
文
化

　

｀

〔
第
九
章
、
佛
教
及
び
其
東
轄
〕
（
こ
三
國
の
鼎
立

　

第
＋
９
　

　

西
晋
時
代

　
　
　

（
二
）
晋
の
統
一
と
共
宮
道

の
如
く
で
あ
る
。
近
代
に
醗
硲
を
残
す
た
め
に
要
目
に
従
っ
て

よ
り
大
き
く
構
成
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な

か
っ
た
ら
う
か
。
こ
れ
に
開
連
し
て
時
代
貰
分
の
こ
と
で
あ
る

が
、
著
煮
は
上
古
（
太
古
至
戦
國
）
、
中
古
（
秦
至
南
北
朝
）
、
近

古
隋
至
五
代
）
、
中
代
（
契
丹
至
明
）
、
近
代
（
清
の
初
政
至
清
の

外
患
内
殴
）
、
最
近
代
（
南
京
條
約
以
後
）
と
貰
分
さ
れ
て
ゐ
る
。

要
目
に
は
古
代
（
支
那
文
化
の
黎
明
至
古
代
印
度
の
文
化
）
、
中

世
（
三
國
、
所
晋
、
南
北
朝
時
代
と
其
文
化
至
明
代
の
政
治
と

文
化
）
、
近
世
（
欧
人
の
東
漸
と
キ
リ
ス
ト
教
の
傅
来
以
後
）
と

三
百
分
法
を
探
っ
て
あ
る
。
東
洋
史
殊
に
そ
の
核
心
を
篤
す
支

那
史
に
於
て
西
洋
史
の
如
き
三
百
分
法
を
探
る
こ
と
の
謂
れ
な

く
欧
洲
諸
勢
力
の
東
漸
の
結
果
よ
り
す
る
近
代
の
設
定
の
始
め

て
可
能
な
る
は
、
著
者
が
既
に
「
近
代
支
那
史
」
に
於
て
述
べ

ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
書
の
序
文
に
も
「
支
那
に
お

い
て
、
文
化
は
周
漢
の
古
代
に
早
く
既
に
大
成
し
定
形
し
て
か

ら
、
唐
宋
明
清
を
経
て
殆
ん
ど
著
し
き
便
化
韮
展
た
く
、
支
那

の
文
化
は
エ
ク
・
ス
テ
ン
シ
ー
ン
、
こ

プ
ロ
グ
レ
ス
、
デ
ヴ
ェ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
な
し
と
い
っ
て
よ
い
や

う
な
有
様
で
あ
る
」
こ
と
も
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
古
代
に

早
く
大
成
定
形
し
た
文
化
が
そ
の
本
質
を
塗
す
る
程
の
著
し
き

進
展
た
く
、
南
京
條
約
以
後
欧
米
の
政
治
的
、
経
済
的
の
勢
力

は
そ
の
文
化
と
相
侯
っ
て
漸
く
支
那
の
文
化
を
受
動
せ
し
め
ん

と
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
こ
の
傾
向
が
日
清
・
日
露
用
役

を
経
て
一
昔
促
進
さ
れ
て
、
我
國
が
東
洋
に
於
け
る
重
大
な
地

位
、
責
任
を
有
す
る
こ
と
ｘ
な
り
、
歴
史
的
東
洋
の
世
界
は
時

代
に
よ
り
自
ら
廣
狭
の
差
が
あ
る
が
、
我
伺
が
東
洋
史
の
中
心
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と
な
る
に
至
っ
て
地
理
的
ア
ジ
ヤ
全
膿
を
包
む
東
洋
史
の
範
園

　
　
　

が
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
本
書
の
論
述
を
進
め
て
ゐ

　
　
　

ら
れ
る
や
う
に
忿
は
れ
る
か
ら
ご
二
涯
分
の
如
き
は
既
に
問
題

　
　
　

で
な
く
、
叉
東
洋
史
殊
に
支
那
史
に
も
西
洋
史
の
如
き
時
代
百

　
　
　

分
が
成
立
し
得
る
や
否
や
の
論
の
如
き
も
甚
だ
得
る
と
こ
ろ

　
　
　

少
い
と
筆
者
も
考
へ
る
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
主
と
し
て
王

　
　
　

朝
に
よ
っ
て
時
代
を
限
る
を
便
と
す
る
が
、
而
も
尚
ほ
其
間
に

　
　
　

上
古
、
中
古
、
近
古
、
中
代
こ

　
　
　

要
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
代
の
特
殊
性
を
明
か
に
し
、
塗
遷

　
　
　

の
大
勢
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
、
各
時
代
の
概
括
的
な
説
述
に

　
　
　

就
て
多
少
の
工
夫
を
要
す
る
刀
で
は
な
か
ら
う
か
。
要
目
の
三

　
　
　

匠
分
に
就
て
は
要
目
改
正
の
趣
旨
に
も
説
明
は
た
く
深
い
意
味

　
　
　

が
あ
る
と
も
思
へ
な
い
が
、
而
も
そ
の
中
に
於
て
は
秦
漢
の
統

　
　
　

一
と
其
文
化
、
三
國
、
雨
１
　
、
南
北
朝
時
代
と
共
文
化
の
如
き

　
　
　

大
項
を
示
し
て
、
時
代
を
よ
り
大
き
く
把
握
せ
し
む
べ
く
工
夫

　
　
　

し
て
あ
る
や
う
に
見
え
る
。
要
目
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
た
教
科

　
　
　

書
が
高
等
學
校
に
於
て
資
施
し
っ
ｘ
あ
る
進
度
表
の
立
案
に
便

　
　
　

宜
が
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
技
術
的
な
こ
と
を
暫
く
措
い
て
も
、

　
　
　

東
洋
史
に
高
い
見
識
を
持
た
れ
、
要
目
改
正
を
主
宰
さ
れ
た
著

。Ｊ

　

者
に
よ
っ
て
垂
れ
ら
れ
た
模
範
は
後
學
の
甚
だ
尊
重
す
る
も
の

と
な
っ
た
で
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

’
以
上
は
著
者
の
近
代
史
に
重
要
性
を
持
た
し
め
る
意
見
に
全

く
賛
成
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
古
代
、
中
世

に
時
間
を
節
約
し
て
近
代
に
意
を
注
ぎ
た
い
考
へ
を
表
明
し
た

も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
然
し
本
書
の
構
成
が
要
目
を
追
っ
て
な
い

か
ら
と
て
、
そ
の
た
め
に
頁
散
を
麿
し
過
ぎ
た
と
言
ふ
の
で
は

決
し
て
な
い
。
本
書
は
用
意
周
到
に
且
つ
簡
潔
に
筆
を
進
曲
て

あ
る
こ
と
は
一
讃
す
れ
ば
明
か
で
あ
る
。
或
ひ
は
要
目
通
り
の

事
項
に
著
者
の
懇
切
た
る
説
明
を
待
っ
た
な
ら
ば
、
失
岫
乍
ら

更
に
頁
徽
を
堵
し
た
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
そ
れ
も
喜
ぶ
べ
き
で

あ
る
。
簡
略
に
過
ぎ
る
も
の
が
賓
施
後
に
敷
果
た
き
こ
と
に
は

筆
者
に
も
多
少
の
経
験
が
あ
る
。
こ
ｘ
に
於
て
前
年
の
要
目
改

正
に
有
力
に
參
劃
さ
れ
た
著
者
に
、
次
第
に
重
要
性
を
堵
し
っ

χ
あ
る
東
洋
史
の
講
述
に
九
十
時
間
か
果
し
て
適
営
な
り
や
否

や
に
就
て
の
御
意
見
、
中
學
校
と
高
等
學
校
と
の
教
科
の
連
絡

等
に
就
て
の
御
意
見
を
仰
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。
然
し
筆
者
は
本

書
を
教
科
書
と
し
て
用
ひ
た
経
験
は
未
だ
な
く
、
東
洋
史
の
講

授
に
も
甚
だ
短
い
経
験
し
か
持
た
す
、
自
ら
危
ぶ
む
程
の
愛
東

な
４
意
見
し
か
述
べ
得
な
い
。
不
営
の
黙
は
何
分
の
御
叱
正
を

得
た
い
。
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我
國
の
東
洋
史
學
は
甚
だ
盛
況
を
呈
し
、
専
著
、
論
文
も
数

多
く
、
東
洋
史
の
大
系
と
栃
す
る
も
の
も
　
　
　
二
に
止
ら
な
い
が

一
貫
し
た
見
識
の
下
に
大
綱
を
示
し
た
手
頃
の
東
洋
史
概
説
が

甚
だ
少
な
か
っ
た
。
こ
の
度
史
家
を
以
て
自
ら
任
せ
ら
れ
る
著

者
に
よ
っ
て
本
書
を
得
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
、
著

者
の
近
代
支
那
史
に
篤
さ
れ
た
偉
大
な
業
蹟
を
思
ふ
時
、
本
書

の
如
き
特
に
近
代
に
優
れ
た
概
説
は
他
に
或
は
容
易
に
望
み
得

な
い
か
も
知
れ
な
い
。
又
東
洋
皮
に
嫡
常
な
高
等
學
校
用
の
教

科
書
の
少
た
か
っ
た
‘
’
－
こ
れ
は
文
部
常
局
の
所
見
で
あ
る
Ｉ

－
時
に
本
書
を
得
た
こ
と
は
甚
だ
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
（
目
黒

書
店

　

貳
圓
六
拾
鏡
）
。
〔
堵
村
宏
〕

　
　
　

「
大
金
得
勝
陀
頌
碑
の
研
究
」
を
讃
む

　

大
金
得
勝
陀
頌
碑
は
済
文
面
の
内
容
と
し
て
は
別
に
新
し
き

事
貿
な
き
も
、
た
ゞ
本
碑
に
は
女
鍔
文
の
謬
あ
る
よ
り
早
く
學

者
の
注
意
す
る
所
と
な
り
、
二
三
の
學
者
の
研
究
も
既
に
襲
表

せ
ら
れ
た
り
。
然
し
従
来
の
研
究
は
皆
漢
文
に
よ
る
研
究
に
て

未
だ
肝
腎
の
女
翼
文
に
就
て
の
研
究
あ
る
を
聞
か
挙
。
此
の
意

味
に
於
て
本
誌
第
二
巻
五
・
六
胱
に
所
載
さ
れ
し
ｍ
村
氏
の
研

究
は
此
の
碑
に
就
て
の
新
研
究
な
る
の
み
な
ら
す
、
同
時
に
叉

資
料
少
き
女
具
語
研
究
哭
一
時
期
を
劃
し
た
る
も
の
た
り
と
云

ふ
も
過
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　

た
ゞ
本
碑
は
典
滅
甚
し
き
篤
讃
み
得
ざ
る
文
字
甚
多
き
は
遺

憾
に
て
、
田
村
氏
の
努
力
を
以
て
し
て
も
な
ほ
多
く
の
不
明
字

あ
り
。
叉
氏
の
讃
み
し
文
字
の
中
に
も
疑
は
し
き
も
の
あ
り
、

も
と
よ
り
之
等
は
此
の
種
研
究
の
常
と
し
て
、
拓
本
に
よ
り
多

少
の
意
見
の
相
違
を
来
す
は
已
む
を
得
ざ
る
所
に
て
、
特
に
女

員
語
の
如
き
資
料
の
極
め
て
少
き
も
の
に
あ
り
て
は
其
の
解
讃

は
容
易
な
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
余
は
氏
の
論
文
に
よ
り

啓
良
や
ら
れ
し
所
甚
多
が
り
し
が
、
叉
同
時
に
二
三
の
誤
讃
か

と
思
は
る
ｘ
所
を
も
韮
兄
せ
ｕ
。
今
気
付
き
た
る
ま
ま
に
左
に

之
を
列
記
す
べ
し
。

　

｀

　

「
斡
温
」
は
文
（
乱
已
の
１
　
譚
に
あ
ら
ざ
る
か
。

　

＝

　

「
禿
魯
温
」
、
グ
ル
ー
ベ
（
７
２
９
）
に
よ
れ
ば
縁
故
を
「
禿
魯

温
都
言
」
と
謂
ふ
。
本
文
を
み
る
に
「
禿
魯
温
」
以
下
は
少
し

離
し
て
小
さ
く
書
け
り
。
恐
ら
く
「
縁
故
を
記
す
」
な
ど
謂
ふ

注
解
的
の
文
あ
り
し
な
ら
む
。

　

泗

　

泉
余
は
車
全
と
よ
む
べ
き
か
。
車
の
字
は
華
夷
輝
語
に

な
し
。
仝
は
ｉ
「
と
よ
む
べ
し
。
こ
の
文
字
は
宴
台
碑
（
進
士

碑
）
に
も
あ
り
て
、
正
大
た
る
年
競
を
譚
し
て
率
全
斎
米
と
謂
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へ
ば
、
漢
謬
に
對
照
す
る
に
恐
ら
ぐ
「
賓
」
の
字
に
相
富
す
る

　
　

な
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　
　
　

痢

　

「
納
口
林
（
因
）
必
刺
」
は
ｎ
ａ
-
ｒ
i
n
-
i
n
-
b
i
ｒ
ａ
と
よ
む
べ
き

　
　

か
。
～
は
に

　

の
相
通
に
て
漢
文
面
の
来
流
水
な
ら
ん
。
金
梁

　
　

氏
満
文
内
府
一
統
輿
地
秘
圖
に
は
ｒ
l
i
n
b
i
ｒ
ａ
と
み
ゆ
。

　
　
　

山
早
原
は
字
原
に
て
「
立
つ
」
の
意
な
り
。
卯
ち
文
意
は
「
高

　
　

１
　
に
出
で
立
ち
」
な
ら
ん
。

　
　
　

開
「
斡
冗
迷
見
」
は
恐
ら
く
「
背
口
兄
」
に
し
て
第
二
字
は

　
　

詳
語
に
な
き
も
漢
詳
を
對
照
す
る
に
國
相
の
女
具
鐸
な
り
。
國

　
　

相
の
女
貢
語
に
就
て
は
種
々
の
脆
あ
れ
ど
も
こ
の
女
具
文
字
よ

　
　

り
想
像
す
る
に
軍
に
７
脊
或
は
Ｆ
Ｉ
に
あ
ら
ざ
る
か
。

　
　
　

Ｓ

　

未
老
は
焦
老
に
て
満
洲
語

　

£
a
m
b
i
に
相
等
し
く
「
駐

　
　

障
す
」
の
意
な
ら
ん
。

　
　
　

ｙ
岡
原
は
「
革
里
」
と
よ
み
「
又
」
の
意
な
ら
ん
。

　
　
　

ｙ
梱
氷
機
脊
未
の
禾
は
Ｉ
に
て
大
の
昔
謬
な
ら
ん
。
玖
の

　
　
　

三
字
は
「
原
」
の
譚
に
て
第
二
十
七
行
に
宗
元
の
元
を
謬
し
て

　
　
　

同
字
あ
れ
ど
も
如
何
に
よ
熹
し
か
晋
は
不
明
な
り
。

　
　
　

Ｘ
Ｘ
Ｉ
　
<
Ｋ
Ｘ
は
謀
克
の
意
に
て
、
次
の
「
塞
」
は
複
数
を
示

　
　
　

す
。
漢
文
の
「
諸
道
之
兵
」
に
鴬
る
も
の
な
ら
む
。
倚
こ
れ
に

Ｊ

　
　

つ
き
て
は
他
日
詳
論
す
る
所
あ
る
べ
し
。

　

ａ
肖
「
非
兄
口
厄
」
は
満
洲
語
に
て
「
呪
ふ
」
を
f
i
ｒ
ｕ
m
b
i

と
謂
へ
ば
恐
ら
く
同
学
た
る
べ
し
。

　

ｘ
ｘ
ｗ
山
ふ
兵
史
金
４
　
莽
別
口
第
一
の
字
は
周
の
晋
謬
に
て
、

次
の
二
字
は
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
「
武
」
に
相
営
す
る
字
な
ら

む
。
終
り
の
三
字
は

　

ａ
≪
i
-
i
n
-
　
？

　

と
よ
む
ぺ
し
。
満
洲
語
の

ａ
ｉ
ｉ
ｎ
ｇ
ｇ
ｉ
ｙ
a
m
b
i
と
同
一
語
に
て
「
動
か
す
」
の
意
な
り
。
女
員

文
は
「
周
武
軍
を
動
か
す
」
の
意
な
ら
ん
か
。

　

向
寸
洗
右

　

上
の
二
字
は
明
な
ら
ざ
れ
ど
も
恐
ら
く
グ
ル
ー

ベ
（
Ｑ
ぼ
）
「
稀
１
　
剌
」
（
受
用
）
と
同
一
字
に
て
、
漢
詳
文
の
「
受
」

に
相
営
す
る
な
る
べ
し
。

　

問
「
孔
口
納
」
は
左
ｊ
ロ
ー
２
と
よ
む
べ
し
。
「
孔
」
は
グ

ル
ー
ベ
に
は
す
と
昔
譚
し
た
れ
ど
も
、
滞
洲
語
に
て
「
命
」

を
ｉ
ａ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
と
云
ふ
。
恐
ら
く
こ
の
語
と
同
一
た
る
べ
し
。

　

㈲
こ
の
第
二
十
七
行
。
の
終
り
よ
り
二
節
目
の
一
句
竹
漢
文
の

「
敦
云
非
具
」
に
相
営
す
。
「
斡
」
は
１

　

に
て
「
誰
」
の
意

な
り
。
次
の
二
字
は
意
義
不
明
な
り
。
次
の
二
字
は
ｓ
ｅ
-
ｌ
ｃ
ｎ
に

て
「
曰
」
な
り
。
次
の
二
字
は
意
義
明
な
ら
す
。
恐
ら
く
「
員
」

の
詳
な
る
べ
し
。
最
後
の
字
は
明
な
ら
ざ
れ
ど
も
忿
回
と
よ

む
。
グ
ル
ー
ベ
（
回
り
）
に
「
非
」
を
謬
し
て
「
乖
于
」
と
あ
り
。

二
字
は
恐
ら
く
こ
れ
と
同
字
な
ら
む
。

　
　
　
　

－
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認
戚

　

第
五
節
の
初
め
三
字
は

　

ｒ
‐
ｇ
‐
〔
Ｊ
〕
に
て
漢
詳
の

「
遺
」
な
り
。
満
洲
語
に
て
「
蝕
」
を
ｆ
ｕ
n
i
^
ｅ
ｎ
と
云
ふ
。
同

完
顔
世
組
の
崇
天
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

　

川

　

裕

　

人

　

金
史
昌
志
南
北
郊
の
と
こ
ろ
に
は
、

　
　

金
之
郊
祀
本
於
其
俗
、
有
昇
天
之
諒
、
其
後
太
宗
即
位
、

　
　

乃
告
祀
天
地
、
蓋
設
位
而
祭
也
、
天
徳
以
後
始
有
南
北
郊

　
　

之
制
、

と
あ
っ
て
金
の
告
祀
天
地
の
儀
式
は
太
宗
を
経
て
海
陵
時
代
に

至
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
然
し
そ
の
昇
天
の
昌
は
建
國
後
に
至
っ

て
始
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
固
有
の
風
俗
に
基
い
た
ら
で
あ
る
。

金
史
に
は
崇
天
に
開
す
る
記
事
は
世
阻
の
時
代
か
ら
見
え
、
世

紀
に
は
今
の
敦
化
地
方
の
諸
部
長
島
春
が
世
狙
に
挑
戦
し
て
師

を
出
し
た
時
の
記
事
に
、

　
　

大
雨
累
書
夜
、
氷
浙
覆
地
、
烏
春
不
能
進
、
既
而
悔
曰
、

　
　

此
天
也
、
乃
引
兵
去
、

と
あ
り
、
又
世
岨
が
破
多
吐
水
の
決
戦
に
於
い
て
、
桓
赦
散
達

兄
弟
を
敗
走
せ
し
め
た
時
の
言
と
し
て
、

　
　

今
日
之
捷
、
非
天
不
能
及
此
云
々

一
語
た
る
べ
し
。
以
上
気
付
き
し
ま
ま
に
列
記
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
安
馬
禰
一
郎
〕

と
あ
る
。
更
に
桓
赦
傅
（
宿
六
七
）
に
も
こ
の
時
の
こ
と
を
記
し

て
。

　
　

以
戦
勝
告
於
天
地
、
頒
所
獲
於
将
士
、
各
以
功
篤
差
、

と
あ
る
。
こ
の
後
の
征
服
戦
に
於
い
て
も
こ
の
崇
天
思
想
が
利

用
さ
れ
た
も
の
ゝ
如
く
、
こ
の
気
の
直
後
に
起
っ
た
盃
乃
（
完

頗
氏
の
部
と
隣
接
し
た
諸
部
長
）
討
伐
の
記
事
（
世
紀
）
に
も

こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
ろ
。

　

完
顔
氏
も
景
岨
時
代
に
は
衆
に
推
さ
れ
て
諸
部
長
と
な
り

（
石
願
傅
）
未
だ
そ
の
世
襲
腹
は
確
立
し
て
居
な
か
っ
た
。
然
る

に
世
祖
の
襲
位
は
父
景
祖
の
意
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
（
撒

改
傅
）
。
世
阻
の
初
頃
に
起
っ
た
桓
叔
兄
弟
の
大
眼
は
、
蓋
し

世
岨
の
承
襲
に
對
す
る
反
抗
運
動
に
基
く
も
の
で
完
顔
氏
の
世

襲
主
握
は
こ
の
動
気
を
経
て
確
立
さ
れ
た
。
金
史
に
こ
の
営
時

よ
り
崇
天
に
閲
す
る
記
事
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
完
顔
氏
の
朧

力
の
永
続
化
と
そ
の
我
展
に
、
崇
天
思
想
の
具
っ
て
力
の
あ
っ

た
こ
と
を
思
は
せ
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
営
時
の
諸
部

は
そ
の
成
立
の
初
よ
り
異
種
族
を
含
む
地
縁
的
な
圃
値
た
る
こ

と
は
拙
稿
「
生
女
員
勃
興
過
程
に
闘
す
る
一
考
察
」
に
於
い
て

述
べ
た
如
’
く
で
あ
る
。
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